
令和６年度全国学力・学習状況調査結果 府中市立府中第一中学校

学力調査の結果

【調査の概要】調査日時：令和６年４月１８日（木）、調査対象：中学校第３学年、調査方式：悉皆調査
調査事項：生徒に対する調査（ア：教科に関する調査〈国語、数学〉・イ：質問紙調査）

〇平均正答率については、国語・数学ともに、全国・東京都を上回り
ました。
〇中央値については、国語・数学ともに、全国・東京都を上回りまし
た。

国語(14問) 数学(16問)

平均正答率(%) 中央値(問) 平均正答率(%) 中央値(問)

自校 ６８.０ １１.０ ６６.０ １１.０

府中市 ６２.０ １０.０ ５７.０ ９.０

東京都 ６１.０ ９.０ ５７.０ ９.０

全国 ５８.１ ９.０ ５２.５ ８.０

２ 各教科の無解答率(%)

（全設問の無解答率の平均値）
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○成果
平均正答率、中央値が国、都、市を上回るこ

とから、２教科ともに学力向上に向けた授業
改善の取組の成果が見られた。

△課題
２のグラフから国語で無回答率が市の平均

よりわずかに高く、本校の課題であることが
わかった。この結果を受け、基礎の定着と粘
り強く取り組む姿勢を一層育んでいく。

３ 学習指導要領の領域別正答率(%)
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５ 学力調査の結果についての成果と課題

４ 成果や課題があった主な設問
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○１二：資料を用いて、自分の考えが分かりやす
く伝わるように話すことができるかどうかをみる

正答率 自校 81.7% 都 73.9% 全国 68.5% 

△４二：短歌の内容について、描写を基に捉える
ことができるかどうかをみる

正答率 自校 47.8% 都 48.8% 全国 48.3% 

国語

○６（１）：問題場面における考察の対象を明確
に捉え、正の数と負の数の加法の計算ができるこ
と

正答率 自校 95.7% 都 92.1% 全国 90.2%

△８（２）：事象を数学的に解釈し、問題解決の
方法を数学的に説明することができるかどうかを
みる

正答率 自校 33.3% 都 20.5% 全国 17.1%

数学

調査結果は、児童が「どのような力
を伸ばせているか」、「どのような力
を十分伸ばせていないか」という具体
的な成果と課題に着目し、児童への教
育指導の充実や学習状況の改善、授業
改善に役立てます。

１ 平均正答率(%)及び中央値(問)

中央値とは、統計的な指標の一つで、一人一人の正答数を大きい順に
並べたときの、全体の中央に位置する値のことです。



質問紙調査の結果

【33】学級の生徒との間で話し合う活動を通じて，自分の
考えを深めたり，広げたりすることができていますか

【31】１，２年生のときに受けた授業では，各教科などで
学んだことを生かしながら，自分の考えをまとめる活動を
行っていましたか

【38】総合的な学習の時間では，自分で課題を立てて情報
を集め整理して，調べたことを発表するなどの学習活動に
取り組んでいますか

課題の解決に向けて、自ら考え、取り組もうとして
いる生徒の平均正答率は、高い傾向にあります。

話合い活動を通じて自らの考えを深め、広げようと
している生徒の平均正答率は、高い傾向にあります。

【15】人の役に立つ人間になりたいと思いますか

人の役に立ちたい思う児童の平均正答率は、高い傾
向にあります。

【35】授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけ
て考えたり、生かしたりすることができると思いますか

学びが様々な場面で結びつき、生かすことができる
と思う児童の平均正答率は、高い傾向にあります。

【37】授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にし
て、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいますか

他者の考えを尊重し、協力して課題に取り組める児
童の平均正答率は、高い傾向にあります。

【30】１，２年生のときに受けた授業では，課題の解決に
向けて，自分で考え，自分から取り組んでいましたか

主体的・対話的で深い学びの視点から

思考力・判断力・表現力の育成の視点から

自己有用感、地域・社会との関わりの視点から
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〈学校での取組〉
生徒の主体的な取り組みや学びを振り返る

時間を探究の時間として設定します。また、
ＩＣＴ機器を有効活用し、授業の工夫・改善
に努めます。
〈家庭での取組についてのお願い〉
お子様が自主的に家庭学習に取り組めるよ

うに学習環境の整備にご協力をお願いします。
また、タブレット端末使用のルール等の徹底
をご家庭でもご協力願いします。

今後の取組について

各教科で学んだことを活用しようとする生徒の平均
正答率は、高い傾向にあります。

自ら課題を立て、進んで探究的な学習に取り組もう
とする生徒の平均正答率は、高い傾向にあります。


